
































進するヴィクトリア電子記録戦略VERS：Victorian Electronic Record Strategyは，1回の訪問で
（1）　歴史情報資源活用システムと国際的アーカイブズネットワークの基盤構築に向けての研究（課題番号 15202015，
研究代表者：高埜利彦学習院大学教授）2003‐2006 年。
（2）　国立アーカイブズの機能の一部を含む建物自体は Victorian Archives と呼ばれている（https://prov.vic.gov.au/，







































は起こらないのか」という問いかけに対して返された「Public record は public のものだから，それを共有するため
にデジタル技術を使わない手はない」という当時の担当者氏の言葉は今でも印象に残っている。
（4）　オーストラリア戦争記念館 Australian War Memorial，メルボルン旧監獄博物館 Old Melbourne Gail，移民博物
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図６　収納の現状
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え，資料の状態をまめにチェックしながら保存できる環境を整える必要がある。その際，資料の材
質に応じた保全環境の整備計画が必要である。
（4）  公開基準の検討
概要調書，簿冊目録，そして今後作業していく件名目録において共通する課題となっているのが，
公開・非公開基準の策定である。
平成27年度までの金調査においては以下の公開基準で資料を公開・非公開・要審査に分類して
いる。
① 公開：すでに公表された記録（新聞，雑誌，テレビ番組など），公表を目的にされた記録（講
演録，メディア，ニュースへの情報提供用など）。
② 非公開：個人情報が含まれている記録として，公表されていない記録。
③ 要審査：公開したら対象の人物や団体が困難に陥ることが予想される記録であるが，部分公開
が可能であれば，専門家の審査を要する記録である。また，区分作業に時間がかかると予想さ
れる記録などが含まれている。
【参考文献】
研究代表者：鈴木玲（法政大学大原社会問題研究所）「薬害資料データ・アーカイブズの基盤構築に関する
総合研究（課題番号：H27-医薬-指定-003）平成27年度厚生労働省科学研究費補助金　研究現況調査
　総括報告書」2016年3月，12頁。
これはあくまで前調査時の仮の基準であり，暫定的なものである。要審査の記録については部分
公開可能な記録を選別し，資料の活用の途をさぐる必要がある。正式な公開基準については，最終
的に被害者団体の方も参加する基準検討会議（仮）を開いた上で，その決定を待つことにしたい。
参考資料２
大島佳代「簿冊目録の作成─ NPO福岡県スモンの会資料を例として」2018年5月
簿冊目録は，全箱の簿冊目録に共通のマニュアル・フォーマットに則して作成していく。マニュ
アルやフォーマットは，簿冊目録の作業開始前に調査員で話し合いつつ作成したが，実際に作業を
進めていく中で，改善点や疑問点などが出てくるので，定期的に調査員の中で問題点を共有し，必
要に応じて内容を修正していった。
以下，2018年5月現在，各入力項目に共有されているマニュアルについて説明する。
資料群名
資料全体の名称を，フォーマットの冒頭に記した。患者団体名や保管者がはっきりとわかる名称
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であることが好ましいが，プライバシーを配慮して個人名は明記しない方針とした。今回調査した
NPO福岡県スモンの会の資料の場合は，名称を「NPO福岡県スモンの会資料」とした。資料群名
の命名に際しては，患者団体や最終管理者と，どのような名称が適しているか相談・確認する必要
がある。
受入機関
金慶南による調査（以下，金調査）における「受信者」（現物資料の最終的受入機関名）。本調査
では未決定であり，未入力項目とした。
受入番号
金調査の受入機関における4ケタ№と思われる。本調査では未入力項目とした。
箱№
資料所在場所における資料の一定のまとまりを，それぞれ「箱」とみなして，「箱」ごとに付番し
た№を入力した。ダンボールなどの箱に収納されている場合は，その箱をそのまま1つの「箱」と
考えるが，例えば3段の棚に資料が並べられていた場合は，各段を1箱と考えて，全部で3箱（箱
№1 ～箱№3）あると考える。
「NPO福岡県スモンの会資料」の場合は，リバティ大阪への搬入時の段ボール1箱ごとに付番し
た（箱№1 ～箱№30まであり）。
簿冊№
簿冊№は通し番号でなく，複数の作成者による分業を可能とするため，箱ごとに簿冊№1から簿
冊の番号を入力した（例：簿冊№1，簿冊№2…）。
簿冊№の付番に際しては指示が徹底しておらず，古い簿冊を簿冊№1として年代順に付番した場
合と，箱内の現状に従って特に原則なく付番した場合とがあり，表記が不統一なものとなってし
まった。現段階では，年代順に並んでいる箱にのみ，備考の項目にその旨を記入している。
簿冊名
簿冊名は原題主義をとり，資料に題名が書かれている場合，その題名を「　」などで括ることな
くそのまま入力した。無題の場合は，全角スラッシュ（／）を記入した。ハイフン（－）としな
かったのは，エクセル表における見やすさを考慮したためである。
異体字・旧字体は，人名・地名も含めて原則として常用漢字で記入した。公開する際は，凡例に
常用漢字を原則とする旨を記しておく必要がある。
原題にアラビア数字がある場合は，半角に統一した。
表紙のない資料や，どれが題名か特定できない資料に関しては，「／」を入力して「内容」で補足
した。簿冊レベルでバラ文書のみで，題名がつけられない場合は，簿冊名が無題で「／」である場
合と区別をつけるために，「／（バラ）」と記入した。
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　簿冊の中身と，簿冊の表紙につけられている題名が齟齬する場合は，表紙の題名を簿冊名とした
上で，備考にその旨を記入した。
表紙と背表紙で題名が異なる場合は，表紙の記載で統一したが，背表紙にしか題名がない場合は，
背表紙の題名を記した上で，備考に背表紙から簿冊名を取った旨を記入した。
表紙に「〇写　〇〇〇〇」や「〇控　〇〇〇〇」とある場合，簿冊名に「写〇〇〇〇」「控○○○○」
と記入し，備考に丸印がついていたことを明記した。
内容
簿冊名で内容が分かりにくい場合，どのような内容の資料であるのかを補足した。調査員により
記入にばらつきが出る項目であるが，50字前後を目安として入力した。
年月日
簿冊内の資料の作成年月日を，8ケタの半角数字で記入した（例：2017年2月26日＝20170226）。
年月日が不明である場合はyyyymmddとした（年のみ明らかな場合は2017mmdd，年月のみ明ら
かな場合は201702ddとした）。
簿冊内の資料作成日に幅がある場合，yyyymmdd ～ yyyymmddと入力した。年度のみの記載の
場合は，備考にその旨を記載する（資料に「2017年度」とあった場合，年月日には「2017mmdd」
と記入することになるが，実際の年月日は2017年4月～ 2018年3月となるため）。
種別
資料の種別をアルファベットの半角大文字で入力した。P＝paper，B＝book，V＝virtual，M
＝material，E＝electricを意味している。この表記は金調査の方針を踏襲した。
形態
フラットファイル・パイプ式ファイル・冊子・パンフ・チラシ・プリント・雑誌・書籍・VHS・
DVDなど見たままの簿冊の形態を記入し，ついで（　）内に資料の大きさも記した（例：パイプ
式ファイル（A4））。形態は，物のイメージができる表現であれば，厳密に統一しなくともよしと
した。
大きさの表記に関して，A4などの規定の大きさにあてはまらない資料の場合は，形態のあとの
（　）内に，縦×横×高さをcmで小数点第1位まで記入した（例：紙バラ（○. ○㎝×○. ○㎝））。
数量
紙数（紙の枚数）を入力した。紙数が大量にある場合は厚さを入力した。厚さの記載は，mm単
位ではなくcm単位で統一し，「厚○. ○㎝」と小数点第1位まで記入した。㎝の表記はMS Pゴシッ
クの半角とした。
同じ資料が複数ある場合，「数量」は重複しているかどうかは記さず，純粋な枚数（または厚さ）
のみ記載し，備考の欄に同一資料の部数を記載した。
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作成者
簿冊単位の作成者が分かる場合に，作成者名を記入した（保管者・所蔵者ではない）。複数の団
体が作成した資料が，スモンの会のファイルに綴じこまれているなど，1つの簿冊に複数の資料
作成者がいる場合は，「○○○○（氏名），○○○○（氏名）など」と主要作成者から2人を記入し
「など」をつけた。作成者が不明，あるいは判断がつかない場合は，「不明」と入力した。
作成者の基準については調査員の中でも混乱が見られたため，簿冊目録段階では判明する範囲で
記入し，件名目録作成時に再確認をおこなった。
公開評価
簿冊単位での公開・要審査・非公開・条件付き公開・部分公開を記入した。最終的には件名単位
で検討して，厳密に判断する必要がある。
非公開理由
公開評価の項目で，公開以外の判断を下した資料に関して，なぜそのように判断したのかを手短
かに記入した（例：個人情報・現用文書（現在活動している事柄に関係する文書）など）。
公開・非公開の基準に関しては，今後判断基準を患者団体等とともにしっかりと再検討する必要
がある。
備考
劣化状況・搬入時に必要に応じて施した仮措置・書類同士の連関性など，調査員の気がついた留
意事項を文章で記入した。資料が一部欠落していたり，別の箱に同一資料があったりする場合も，
気が付いた範囲でその旨を備考に入力した。手書き資料をコピーしたものと判別できる資料がある
場合，その旨も記入した。
大分類
薬害名を記入した。スモンの会所蔵資料であってもスモン以外の資料がある（他の薬害，公害等）
場合は，「スモン（別含む）」と記載し，加えて他の薬害名を記した場合もある。
中分類
具体的にどのような分類が考えられるか現在検討中である（裁判資料・運動資料・個人資料など）。
現段階では未入力である。
小分類
中分類より詳しいキーワードを入力する（大阪原告団など。複数可）。中分類と同様に，具体的
にどのような分類が考えられるかは現在検討中であるため，現段階では未入力である。中・小分類
にどのような内容やキーワードを入力するかは，件名目録の作業が終わってから再検討を加える必
要がある。
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その他
セルへの入力は，左詰めで統一した。
アラビア数字は半角，スペースは全角，カッコは全角で統一した。
文章として書く場合の句読点やスペースの使い方は特に統一しなかった。
入力に迷った場合は，セルを黄色で塗りつぶしておき，定期的に調査員同士で話し合い検討した。
